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市民アンケート結果     ～平成 21年度調査との比較～ 

1．あなた自身のことについて 

問1 あなた自身のことについて、次の項目ごとにあてはまるものをそれぞれ１つず

つ選んで番号に〇をつけてください。 

 (ア) 性別 

 (イ) 年齢 

(ウ) 世帯構成 

13.1 

5.9 

84.3 

94.1 

2.6 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

単身世帯 複数人世帯 無回答

0.2 

7.5 

14.8 

13.1 

22.8 

14.1 

26.4 

15.9 

33.9 

26.2 

1.4 

22.2 

0.2 

0.2 1.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

20歳未満(H21のみ） 20～29歳 30～39歳

40～49歳 50～59歳 60～69歳

70歳以上 80歳以上(H21のみ） 無回答

※2/9返送分まで反映 



2 

 (エ) 職業 

(オ) お住まいの地域 

 (キ) 居住年数 

3.7 

6.8 

9.9 

15.7 

0.0 

32.1 

64.2 

1.7 

3.1 

11.5 

16.9 

22.3 

4.9 

3.8 

2.3 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

農林業

自営業（H21は自営業の合計）

パート、アルバイト（R1のみ）

給与所得者（R1は会社員、公務員、団体職員の合計）

学生

家事専業

無職

その他（R1のみ）

無回答

51.3 

53.4 

27.6 

27.1 

20.2 

17.9 

0.9 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

社地域 滝野地域 東条地域 無回答

3.5 

12.9 

10.6 

3.3 

7.9 

7.8 

13.8 

15.1 

14.1 

16.5 

49.2 

44.0 

0.9 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

１年未満（R1のみ） ３年未満（H21のみ）

１年以上５年未満（R1のみ） ３年以上５年未満（H21のみ）

５年以上10年未満 10年以上20年未満

20年以上30年未満 30年以上

無回答
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 (ク) 通勤・通学先 

(ケ) 通勤・通学手段 

 (コ) 最寄りの公共交通機関のバス停・駅までの距離 

10.1 

20.0 27.1 

11.0 5.2 

3.8 

32.5 

31.3 

1.2 

1.9 

23.2 

18.4 

12.9 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

自宅 加東市内（自宅外）（H21のみ）

社地域（R1のみ） 滝野地域（R1のみ）

東条地域（R1のみ） 県内

県外 通勤・通学していない

無回答

1.6 

1.1 

0.7 

2.9 

67.5 

80.6 

2.3 

9.4 

1.1 

2.3 

26.8 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(440人)

平成21年度(350人)

鉄道 バス

自家用車(バイク･原付含む) 徒歩・自転車のみ

その他 無回答

45.2 

49.9 

26.5 

35.1 

8.0 

5.9 

3.5 

4.2 

7.0 

2.6 

9.8 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

１km未満 １km以上３km未満 ３km以上５km未満

５km以上10km未満 10km以上 無回答
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2．お住まいの地域の環境について 

問2 あなたは、現在お住まいの周辺環境についてどのようにお感じですか。また、将

来望ましい環境にとってどの程度重要だと思いますか。項目ごとに、あなたのお

考えに最も近いものの満足度、重要度それぞれ１つずつ選んで番号に○印をつけ
てください。 

【地球環境】 

①空気のきれいさ 

（満足度） 

「満足」が 43.1％、「やや満足」が 37.9％となっており、合計で 81.0％が満
足していると回答している。 

【自然環境】 

④ 川や水路、ため池の水のきれいさ 

（満足度） 

「満足」が6.8％、「やや満足」が27.4％となっており、合計で34.2％が満足
していると回答している。 

平成 21年度の結果と比較して、「どちらとも言えない」の割合が増加している。 

6.8 

11.5 

27.4 

36.9 

35.3 

10.6 

21.6 

26.8 

7.0 

14.1 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満 無回答

43.1 

46.4 

37.9 

36.9 

12.7 

7.5 

3.3 

7.5 

1.6 

1.6 

1.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満 無回答
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⑤ 水辺や野山に生息する生物の豊かさ 

（満足度） 

「満足」が 10.6％、「やや満足」が 25.5％となっており、合計で 36.1％が満
足していると回答している。 

平成 21年度の結果と比較して、「どちらとも言えない」の割合が増加している。 

⑥ 里山、森林の緑の豊かさ 

（満足度） 

「満足」が 21.6％、「やや満足」が 40.7％となっており、合計で 62.3％が満
足していると回答している。 

平成 21年度の結果と比較して、「満足」の割合が減少し、「どちらとも言えない」
の割合が増加している。 

10.6 

16.0 

25.5 

37.2 

42.6 

18.4 

14.8 

20.0 

4.0 

8.5 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満 無回答

21.6 

35.8 

40.7 

44.7 

26.0 

7.1 

7.5 

9.9 

2.3 

2.6 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満 無回答
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⑧ まちや住宅地の花や緑の豊かさ 

（満足度） 

「満足」が 16.4％、「やや満足」が 35.1％となっており、合計で 51.5％が満
足していると回答している。 

平成 21年度の結果と比較して、「満足」、「やや満足」の割合が減少し、「どちら
とも言えない」の割合が増加している。 

⑨ 身近な広場や公園の充実度 

（満足度） 

「満足」が 12.4％、「やや満足」が 28.3％となっており、合計で 40.7％が満
足していると回答している。 

平成 21年度の結果と比較して、「満足」、「やや満足」の割合が減少し、「どちら
とも言えない」の割合が増加している。 

16.4 

24.0 

35.1 

46.6 

35.8 

8.0 

8.9 

16.5 

1.4 

4.9 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満 無回答

12.4 

22.6 

28.3 

39.3 

33.0 

8.9 

17.8 

18.8 

6.5 

10.4 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満 無回答
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⑪ ごみ出しマナーの良さ 

（満足度） 

「満足」が 17.5％、「やや満足」が 36.5％となっており、合計で 54.0％が満
足していると回答している。 

平成 21年度の結果と比較して、「どちらとも言えない」の割合が増加している。 

⑫ 市民によるリサイクル活動の積極性 

（満足度） 

「満足」が 11.0％、「やや満足」が 27.1％となっており、合計で 38.1％が満
足していると回答している。 

平成 21年度の結果と比較して、「満足」、「やや満足」の割合が減少し、「どちら
とも言えない」の割合が増加している。 

17.5 

14.8 

36.5 

44.0 

24.8 

10.8 

13.4 

19.5 

6.1 

10.8 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満 無回答

11.0 

13.9 

27.1 

39.8 

49.2 

28.2 

8.4 

12.9 

1.9 

5.2 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満 無回答
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⑬ 自動車による交通渋滞の少なさ 

（満足度） 

「満足」が 23.9％、「やや満足」が 31.4％となっており、合計で 55.3％が満
足していると回答している。 

平成 21年度の結果と比較して、「満足」、「やや満足」の割合が減少し、「どちら
とも言えない」の割合が増加している。 

⑭ 鉄道・バスの利用しやすさ 

（満足度） 

「満足」が3.7％、「やや満足」が11.7％となっており、合計で15.4％が満足
していると回答している。 

平成 21年度の結果と比較して、「不満」の割合が減少し、「どちらとも言えない」
の割合が増加している。 

23.9 

27.8 

31.4 

43.5 

27.6 

11.3 

10.8 

12.9 

3.5 

4.5 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満 無回答

3.7 

4.9 

11.7 

13.6 

22.0 

8.7 

24.1 

19.3 

37.0 

53.4 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満 無回答
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⑮ 街の中の歩きやすさ、自転車の乗りやすさ 

（満足度） 

「満足」が7.5％、「やや満足」が24.8％となっており、合計で32.3％が満足
していると回答している。 

平成 21年度の結果と比較して、「不満」、「やや不満」の割合が減少し、「どちら
とも言えない」の割合が増加している。 

⑯ 隣近所の人と交流があり暮らしやすい 

（満足度） 

「満足」が 14.3％、「やや満足」が 32.3％となっており、合計で 46.6％が満
足していると回答している。 

平成 21年度の結果と比較して、「やや満足」の割合が減少し、「どちらとも言え
ない」の割合が増加している。 

7.5 

5.2 

24.8 

29.2 

37.7 

15.3 

19.9 

31.3 

7.9 

19.1 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満 無回答

14.3 

14.6 

32.3 

43.5 

39.1 

20.5 

7.7 

12.9 

4.7 

8.5 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満 無回答
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【意識啓発・学習等】 

⑳ 環境の状況や施策に関する市からの情報提供 

（満足度） 

「満足」が4.2％、「やや満足」が21.1％となっており、合計で25.3％が満足
していると回答している。 

平成 21年度の結果と比較して、「どちらとも言えない」の割合が増加している。 

問5 より良い環境のため、あなたが（あなたの家庭で）日頃から行っている、または、

気をつけている取組についてそれぞれ１つずつ選んで、該当する番号に○をつけて

ください。 

【省エネ・省資源】 

① 省エネ型の家電製品を優先して購入している 

最も割合が高いのは、「ときどき」で44.2％となっており、次いで「いつも」が
27.6％となっている。 

平成 21年度の結果と比較して、「今後はやりたい」の割合が減少し、「ときどき」
の割合が増加している。 

4.2 

6.8 

21.1 

27.1 

54.5 

26.4 

13.3 

25.6 

4.5 

14.1 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

満足 やや満足 どちらとも言えない やや不満 不満 無回答

27.6 

27.5 

44.2 

31.1 

19.2 

32.5 

3.8 

2.6 

3.1 

6.4 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

いつも ときどき 今後はやりたい やらない 該当しない 無回答
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② 太陽光発電などのクリーンエネルギーを導入している 

最も割合が高いのは、「該当しない」で30.5％となっており、次いで「今後はや
りたい」が24.3％となっている。 

平成 21 年度の結果と比較して、「いつも」の割合が増加し、「今後はやりたい」
の割合が減少している。 

③ 自動車の空ふかし、急発進、急加速はしないなどエコドライブに努めている 

最も割合が高いのは、「いつも」で59.7％となっており、次いで「ときどき」が
24.3％となっている。 

15.9 

5.4 

3.0 

1.6 

24.3 

33.4 

23.2 

24.2 

30.5 

35.3 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

いつも ときどき 今後はやりたい やらない 該当しない 無回答

59.7 

56.7 

24.3 

21.2 

5.1 

7.1 

4.5 

9.9 

3.8 

5.2 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

いつも ときどき 今後はやりたい やらない 該当しない 無回答
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【ごみ問題】 

⑨ 油や食べ残しを排水に流さないようにしている 

最も割合が高いのは、「いつも」で72.8％となっており、次いで「ときどき」が
15.9％となっている。 

⑩ 生ごみや残飯などは、コンポスト容器や生ごみ処理機などを利用して堆肥にしている 

最も割合が高いのは、「やらない」で32.3％となっており、次いで「いつも」が
20.8％となっている。 

72.8 

69.6 

15.9 

19.5 

5.6 

6.1 

2.8 

3.1 

1.2 

1.6 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

いつも ときどき 今後はやりたい やらない 該当しない 無回答

20.8 

20.7 

9.1 

12.7 

19.9 

15.5 

32.3 

34.8 

15.5 

16.2 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

いつも ときどき

今後はやりたい やらない

該当しない 無回答
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【リサイクル】 

⑮ 使い古した天ぷら油（廃食用油）は、市の回収箱へ持ち込んでいる 

最も割合が高いのは、「やらない」で33.3％となっており、次いで「今後はやり
たい」が23.2％となっている。 

平成 21年度の結果と比較して、「やらない」の割合が減少し、「いつも」、「とき
どき」の割合が増加している。 

⑰ 電化製品や家具などは、壊れたら修理して長く使うようにしている 

最も割合が高いのは、「ときどき」で39.1％となっており、次いで「いつも」が
28.6％となっている。 

13.3 

4.0 

9.4 

4.5 

23.2 

22.8 

33.3 

45.4 

18.2 

23.3 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

いつも ときどき 今後はやりたい やらない 該当しない 無回答

28.6 

29.9 

39.1 

36.2 

12.9 

16.7 

14.7 

12.2 

2.8 

4.9 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

いつも ときどき 今後はやりたい やらない 該当しない 無回答
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⑱ リサイクル商品や環境への負担の少ないエコマーク・グリーンマーク商品などを優先的

に購入している 

最も割合が高いのは、「ときどき」で33.9％となっており、次いで「今後はやり
たい」が25.7％となっている。 

平成 21年度の結果と比較して、「いつも」、「ときどき」の割合が減少している。 

【生活環境】 

⑳ 家の中の音が隣近所の迷惑にならないようにしている 

最も割合が高いのは、「いつも」で65.1％となっており、次いで「ときどき」が
18.2％となっている。 

平成 21年度の結果と比較して、「いつも」、「ときどき」の割合が増加し、「該当
しない」の割合が減少している。 

14.8 

42.8 

33.9 

39.5 

25.7 

12.0 

15.5 

3.8 

7.7 

1.9 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

いつも ときどき 今後はやりたい やらない 該当しない 無回答

65.1 

55.5 

18.2 

13.6 

4.9 

2.4 

5.2 

2.8 

5.6 

25.6 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

いつも ときどき 今後はやりたい やらない 該当しない 無回答
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㉑ 飼っているペットが他人の迷惑にならないように気をつけている 

最も割合が高いのは、「該当しない」で 64.9％となっており、次いで「いつも」
が22.9％となっている。 

【その他】 

㉓ 地元で生産された農産物をできるだけ購入・消費している 

最も割合が高いのは、「ときどき」で53.4％となっており、次いで「いつも」が
22.2％となっている。 

㉔ 家庭で環境問題についてよく話し合うようにしている 

最も割合が高いのは、「ときどき」で34.2％となっており、次いで「今後はやり
たい」が26.0％となっている。 

22.9 

26.6 

5.4 

6.8 

2.6 

3.1 

0.9 

1.6 

64.9 

61.9 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

いつも ときどき 今後はやりたい やらない 該当しない 無回答

22.2 

28.9 

53.4 

48.7 

11.0 

10.6 

7.2 

5.6 

5.8 

6.1 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

いつも ときどき 今後はやりたい やらない 該当しない 無回答

4.0 

3.3 

34.2 

41.6 

26.0 

27.3 

24.8 

20.0 

9.8 

7.8 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

いつも ときどき 今後はやりたい やらない 該当しない 無回答
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3．市の環境政策・取り組みについて 

問7 あなたが環境保全のために行政や事業者に対して望むことはどのようなものです

か。次の中から３つまで選び、番号に〇をつけてください。 

最も割合が高いのは、「大気汚染、水質汚濁、騒音、振動、悪臭などの公害が発生
しないようにしっかり管理してほしい」で 59.2％となっており、次いで「森林
や河川、田畑、里山などでの必要以上の開発はしないでほしい」が 45.4％とな
っている。 

平成 21 年度の結果と比較して、「風力・太陽光発電などの新エネルギーの導入
を心がけてほしい」や「廃棄物の減量化、再生利用、再資源化に努力してほしい」
などの割合は減少している。 

一方で、「大気汚染、水質汚濁、騒音、振動、悪臭などの公害が発生しないように
しっかり管理してほしい」などの割合が増加している。 

45.4 

59.2 

26.2 

19.9 

6.8 

26.7 

15.5 

29.8 

7.5 

10.5 

11.5 

9.1 

5.2 

2.6 

2.6 

47.8 

45.6 

23.1 

10.6 

31.8 

25.4 

25.2 

8.7 

21.4 

13.4 

8.7 

3.1 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

森林や河川、田畑、里山などでの必要以上の開発はしな

いでほしい

大気汚染、水質汚濁、騒音、振動、悪臭などの公害が発

生しないようにしっかり管理してほしい

森林保全や農地保全など、自然環境の保全活動を率先し

てほしい（R1のみ）

ダイオキシンなどの有害化学物質の低減対策への取り組

みを強化してほしい

小売店などでは環境に配慮した商品をなるべく多く取り

扱うようにしてほしい

過剰包装をしないでほしい

廃棄物の減量化、再生利用、再資源化に努力してほしい

廃棄物の不法投棄や野焼きなどを行わないよう、適切な

廃棄物処理を守ってほしい

環境にやさしい低公害車やエコカーなどを積極的に導入

してほしい

風力・太陽光発電などの新エネルギーの導入を心がけて

ほしい

市内の森林を活用してエネルギーを創り出すなど、時代

の先端を行く取り組みを進めてほしい（R1のみ）

事業所の周辺に緑を増やすなど、景観を良くしてほしい

市民が行う環境保全活動を支援してほしい

その他

無回答

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)
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問8 あなたは環境を保全することと、経済発展や開発との関係についてどのようにお考

えですか。次の中から 1つ選び、番号に〇をつけてください。 

最も割合が高いのは、「経済発展・開発は、環境との調和を図ることに努力しな
がら取り組むべきである」で 51.1％となっており、次いで「環境保全と経済発
展・開発は、本来両立すべきものである」が18.8％となっている。 

2.6 

4.0 

8.7 

13.6 

51.1 

54.6 

18.8 

19.1 

9.8 

0.3 

0.2 

5.4 

8.5 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和元年度(573人)

平成21年度(425人)

経済発展・開発を優先すべきである

環境の保全を優先すべきである

経済発展・開発は、環境との調和を図ることに努力しながら取り組むべきである

環境保全と経済発展・開発は、本来両立すべきものである

環境を保全し、環境の良さを利用して観光などに活用するべきである（R1のみ）

その他

わからない

無回答


